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よ
り
よ
い
環
境
と
住
み
よ
い
地
域
、

豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

地
域
・
社
会
貢
献
に
か
か
る
取
組
み

協
同
組
織
の
理
念
で
あ
る「
相
互
扶
助
」

「
共
生
」を
念
頭
に
、
国
内
外
で
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の
全
国
展
開

　

当
金
庫
で
は
、
地
域
に
お
け
る
人
と
自
然
と
産
業

の
豊
か
な
調
和
、
自
然
環
境
の
保
全
、
街
の
美
化
・
緑

化
を
願
い
、
昭
和
40
年
代
よ
り
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

を
各
店
舗
で
展
開
し
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
は
32

の
支
店
・
事
務
所
等
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
、
小
・

中
学
校
、
養
護
学
校
な
ど
へ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
、
花
の
種
、
苗
木
等
の
寄
贈
、
花
や
緑
に
関
す
る
コ

ン
ク
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
、
園
芸
教
室
の
開
催

を
実
施
し
、
地
域
の
緑
化
推
進
、
環
境
保
全
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社会・環境貢献活動

環
境
美
化
活
動
へ
の
参
加
・
協
力

　

街
頭
お
よ
び
河
川
敷
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加
（
熊
本
・
鹿
児
島
支
店
）、（
財
）富
士
山
を

き
れ
い
に
す
る
会
へ
の
寄
付
活
動
（
甲
府
事
務
所
）、

緑
化
を
推
進
す
る
グ
リ
ー
ン
バ
ン
ク
へ
の
寄
付
（
盛
岡

支
店
）な
ど
、
支
店
ご
と
に
積
極
的
に
地
域
の
環
境
美

化
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

各
種
募
金
等
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、
日
本
赤
十
字
社
へ
の
募
金
、
社
会
福
祉
法
人 

東
京
都
共
同
募
金
会

の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、（
財
）漁
船
海
難
遺
児
育
英
会
が
海
難
事
故
被
害
者
の
子
弟

に
対
し
て
支
援
を
実
施
す
る
た
め
の
募
金
活
動
、
さ
ら
に
は
農
漁
協
系
統
団
体
と
連

携
し
て
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ
い
・
海
外
た
す
け
あ
い
運
動
に
協
力
す
る
な
ど
、
幅

広
い
義
援
金
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

支店全職員が参加した「クリーン熊本2008」漁船海難遺児育英資金年末募金への協力

NHK歳末たすけあい運動

本店での花市宇都宮支店チューリップ球根贈呈式
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環
境
・
自
然
保
護
に
か
か
る
取
組
み

地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
の
各
種
活
動
に
協
力
す
る
ほ
か
、

地
球
温
暖
化
防
止
国
民
運
動「
チ
ー
ム
・
マ
イ
ナ
ス
6
％
」の
運
動
に
も

参
加
し
て
い
ま
す
。

間
伐
材
の
利
用
促
進

▼ 

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
や
ベ
ン
チ
な
ど
の
寄
贈

　

当
金
庫
の
長
野
推
進
室
・
山
口
推
進
室
で
は
、間
伐
材

の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
す
る

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
寄
贈
先
を
公
募
し
、公
益
性
な
ど
を

勘
案
し
た
う
え
で
小
・
中
学
校
や
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、間
伐
材
な
ど
を
利
用

し
て
作
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス（
再
生
可
能
な
生
物
資
源
）の
一

つ
で
、そ
の
活
用
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ま
で
に
も
盛
岡
、仙
台
、水
戸
、松
江
の
各
支
店
・
推
進
室
で
は
、間
伐

材
の
利
用
促
進
の
た
め
、県
内
産
間
伐
材
を
使
用
し
た
木
製
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
な
ど

を
寄
贈
し
て
お
り
、平
成
20
年
度
に
は
宇
都
宮
支
店
が
地
域
イ
ベ
ン
ト「
環
境
フ
ェ
ア

宇
都
宮
」に
協
賛
し
、組
立
子
ど
も
イ
ス
キ
ッ
ト
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

▼ 「
木
の
名
刺
を
使
お
う
運
動
」

　

当
金
庫
は
、
森
林
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
、
本

支
店
で
使
用
し
て
い
る
コ
ピ
ー
用
紙
や
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー

ジ
ャ
ー
誌
な
ど
に
は
環
境
に
配
慮
し
た
材
質
の
も
の
を
利

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
間
伐
材
を
利
用
し
た
名
刺
を
使

用
す
る「
木
の
名
刺
を
使
お
う
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

支
店
に
お
け
る
各
種
寄
贈
活
動

　

当
金
庫
で
は
、「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」を
通
じ
た

寄
贈
以
外
に
、
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
や
文
化
・

教
育
、
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
を
願
い
、
県
や
市
町

村
に「
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
」や「
図
書
袋
」、「
車
椅

子
」な
ど
を
寄
贈
し
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
ご
活
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

〈
海
外
で
の
取
組
み
〉

Ｎ
Ｙ
支
店
の「
農
林
中
金
基
金
」

　

当
金
庫
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
開
設
10
周
年

を
記
念
し
て
、
平
成
6
年
に
「
農
林
中
金
基
金
」を

創
設
し
ま
し
た
。
以
後
、
こ
の
基
金
の
運
用
益
を

自
然
保
護
や
教
育
文
化
事
業
な
ど
の
活
動
を
目
的

と
す
る
団
体
に
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
は
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
、
リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、

M
O
M
A
な
ど
の
教
育
文
化
事
業
団
体
の
ほ
か
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
物
園
や
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
の
環
境
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
す
る
寄
付

を
行
い
ま
し
た
。

ランドセルカバーPhoto by Talisman Brolin

ペレットストーブ
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T
H
I
N
K  

G
R
E
E
N
活
動
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、（
社
）
国
土
緑
化
推
進

機
構
が
森
づ
く
り
へ
の
理
解
と
協
力
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
る

T
H
I
N
K 

G
R
E
E
N
活
動
に
平
成

10
年
よ
り
継
続
し
て
協
賛
し
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は「
み
ん
な
で
ふ
せ
ご
う『
地

球
温
暖
化
〜
！
』」を
テ
ー
マ
に
親
子
が

地
球
温
暖
化
に
つ
い
て
学
ぶ
ラ
ジ
オ
番

組
の
制
作
・
放
送
に
協
賛
し
て
い
ま
す
。

（
財
）日
本
野
鳥
の
会
の
活
動
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、（
財
）日
本
野
鳥
の
会
の
法
人
特
別
会
員

と
し
て
、
野
鳥
を
中
心
と
す
る
野
生
生
物
・
自
然
環
境
の

保
護
や
調
査
研
究
・
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
フ
リ
ー
ペ
ー

パ
ー
『
T
o
r
i
i
n
o
』の
発
行
な
ど
の
活
動
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
度
に
は
、
野
鳥
と
自
然

保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
る
D
V
D
を
教
材
と
し
て
活
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
1
0
0
0
の
小
学
校

に
寄
贈
す
る
事
業
に
も
協
賛
し
ま
し
た
。

第
32
回
全
国
育
樹
祭
へ
の
協
賛

　
「
育
て
よ
う 

緑
あ
ふ
れ
る 

日
本
の
未
来
」を
テ
ー
マ

に
、
参
加
者
に
よ
る
育
樹
活
動
を
通
じ
て
、
森
林
を
守

り
育
て
て
い
く
と
い
う
活
力
あ
る
緑
の
造
成
気
運
を
高

め
る
た
め
、平
成
20
年
10
月
26
日
に
愛
媛
県
で
開
催
さ

れ
た「
全
国
育
樹
祭
」に
、当
金
庫（
松
山
支
店
）も
協
賛

し
、ス
ギ
の
丸
太
を
用
い
た
ベ
ン
チ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

環
境
負
荷
低
減
に
向
け
た

当
金
庫
内
の
取
組
み

　

当
金
庫
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
組
み
と
し

て
、
従
来
か
ら
ビ
ル
施
設
更
新
時
に
お
け
る
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
施
設
へ
の
変
更
・
新
規
導
入
、
季
節
ご
と
の
室

温
設
定
（
夏
季
28
度
、
冬
季
23
度
）、
営
業
車
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
へ
の
切
り
替
え
、
ク
ー
ル
ビ
ズ
活
動
（
夏

季
軽
装
勤
務
）な
ど
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
た
め
、平
成
19
年

10
月
か
ら
は
地
球
温
暖
化
防
止
国
民
運
動「
チ
ー
ム
・
マ

イ
ナ
ス
6
％
」に
参
加
し
て
お
り
、平
成
20
年
度
に
は
以

下
の
3
つ
の
テ
ー
マ
で
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

① 

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
へ
の
取
組
み

　

  

全
社
的
な
紙
使
用
量
の
削
減
に
向
け
、
前
年
比

10
％
減
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

社会・環境貢献活動

日本野鳥の会へのDVD寄贈
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② 

グ
リ
ー
ン
適
合
法
適
合
商
品
の
購
入

　

  

再
生
紙
を
め
ぐ
る
偽
装
表
示
問
題
発
生
等
を
受
け
て
、
従
来
基
準
の
再
生
紙

か
ら
、
環
境
省
を
中
心
に
検
討
さ
れ
る
新
基
準
に
よ
る
環
境
対
象
物
品
へ
の

切
り
替
え
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③ 
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

　

  
二
酸
化
炭
素
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
一
定
以
上
の
本
店
地
区
の

各
拠
点
ビ
ル
を
対
象
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
書
を
東
京
都
に
提
出
し
、

排
出
量
の
削
減
に
向
け
た
計
画
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
開
始

期
間
で
あ
る
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
ま
で
の
3
ヵ
年
で
、
対
象
拠
点

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
合
算
す
る
と
、
約
7.8
％
の
削
減
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

教
育
・
文
化
振
興
に
か
か
る
取
組
み

農
林
水
産
業
・
金
融
に
関
し
て
、
当
金
庫
が
蓄
積
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を

次
世
代
の
人
材
育
成
に
つ
な
げ
る
取
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
財
）伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
へ
の
協
力

　

当
金
庫
は
、
全
国
各
地
に
お
け
る
伝
統
文
化
活
動
の
支
援
・
活
性
化
の
た
め
に

活
動
し
て
い
る
（
財
）伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協
会
の
賛
助
会
員
と
し
て
、
日
本
の

伝
統
文
化
の
振
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

支
店
に
お
け
る
取
組
み

　

札
幌
支
店
に
よ
る
札
幌
交
響
楽
団
へ
の
協
力
、
支
店
ご
と
の
各
種
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
美
術
展
へ
の
協
賛
な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
・
文
化
へ
の
取
組
み
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
支
援

　

当
金
庫
は
、
農
林
水
産
業（
食
料
問
題
、
環
境
問
題
を
含
む
）、
金
融
お
よ
び
投
資

に
関
す
る
教
育
・
研
究
活
動
の
増
進
や
、
関
連
分
野
で
将
来
を
担
う
人
材
育
成
を

支
援
す
る
た
め
、
グ
ル
ー
プ
会
社
と
も
連
携
し
、
平
成
20
年
度
よ
り
国
内
の
大
学
で

の
寄
付
講
座
を
設
置
す
る
取
組
み
を
展
開
し
、
4
大
学
で
6
講
座
を
開
設
し
ま
し

た
。
寄
付
講
座
に
は
当
金
庫
の
役
職
員
等
が
可
能
な
範
囲
で
出
講
し
、
本
来
業
務

で
蓄
積
し
た
実
務
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

注１：  早稲田大学と北京大学の共同講座として北京大学で開催
しています。

  当金庫と、中国との関係が深いグループ会社の（株）農林
中金総合研究所の共同で講座を設置し、同研究所の職員
が出講しています。

注２： 当金庫の役職員も出講する予定です。

大学名 設置科目

早稲田大学
全学部共通
（北京大学）

(注１)

①農山村体験学習

②食と経済

③日中農業比較研究

東京大学
経済学部(注２)

証券投資：理論と実践

東京理科大学
工学部(注２)

金融工学入門

慶應義塾大学大学院
システムマネジメント

研究科

アクティブ・ラーニン
グ・プログラム

大学への寄付講座の設置（平成20年度）


